














2 ─ 1 　昭和25年証券取引法改正と財務諸表規則の制定
2 ─ 2 　「一般に公正妥当と認められるところ」の解釈
3　財務諸表規則の制定と第 1条の改正　─「慣習」と「基準」─
3 ─ 1 　制定と改正の履歴
3 ─ 2 　「一般に公正妥当と認められる企業会計の基準」の意義
3 ─ 2 ─ 1 　昭和25年制定当初
─「一般に公正妥当と認められる企業会計の慣習」
3 ─ 2 ─ 2 　昭和28年改正─「他の法令」による会計規制と問題点
3 ─ 2 ─ 3 　昭和38年改正
─「一般に公正妥当と認められる企業会計の基準」
3 ─ 3 　昭和38年商法改正と法務省規則
4　結び


















































































































































































































































































































































































































































正の 3 つの時点の第 1 条の改正履歴を確認したい（表 2：財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則第 1 条改正履歴（昭和25年〜昭和38年）を
参照。次頁に掲載。）。














212　　早法 94 巻 3 号（2019）



































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
正妥当と認められる企業会計の慣習に従うもの










































































































































































































































































































































（72）　矢澤ほか・前掲注（ 3） 5頁、 8頁〔矢澤発言〕。
（73）　矢澤ほか・前掲注（ 3） 1 ─ 2 頁〔矢澤発言〕。



































































224　　早法 94 巻 3 号（2019）


























も示されていた（本稿 3 ─ 3 ）。しかし、財務諸表規則への一本化というよ
うな方向性は採られず、法務省規則が制定された。歴史に「もし、」はな
財務諸表規則第 1条の系譜（金）　　225
いとはいうが、上記の指摘は、実際に今日の「一体化開示」に至るまで尾
を引いてしまっている以上、再評価されるべきであると思われる。
　今日において、金融商品取引法の第 1条では、市場法
（80）
としての性格が明
文で示され、商法ないし会社法との関係性にも変化がある。また、会計処
理の規範に関していえば、財務諸表規則制定時の昭和25年時点と現在とで
は、会計規範の内容、会計の実務の習熟度、会計学の進展の度合いは比べ
ようもない。今日の資本市場において会計規範が果たす、市場の即応型規
制という性質及び機能を踏まえた上で、金商法の「一般に公正妥当と認め
られる企業会計の基準」の求める会計規範の枠組みを再構築する必要があ
るものと考えられる。
（80）　上村達男「日本の会計・監査制度─資本市場の中核を担える態勢とは（ 1）」
会計・監査ジャーナルNo.731（2016） 8 ─12頁、上村達男「日本の会計・監査制度
─資本市場の中核を担える態勢とは（ 2）」会計・監査ジャーナル No.732
（2016） 8 ─12頁。
